開経偈　唱和

　昨日ですか、きょうの会にも出て来ておられる藤田さんから新潟大学の大学院の先生で安保徹さんという人の講演の記録のコピーをいただいたわけでありますが、その表題が「免疫革命」となっていまして、副題として「もうガン、難病はこわくない」というタイトルの講演の記録だったわけであります。

　どういうことが書いてあるかというと、人間の健康というものは自律神経がバランスしているかいないかで決まる。たとえばガンのような病気でも、抗がん剤を使ってガンを抑えようとすると、一時は収まるわけであるけれども、その抗がん剤が人間の体が自然に持っているガンをとめる、治す働きを壊してしまう。したがって、薬を飲んだ後時間が経つと、またガンが出て来て、そのときにはガンを抑える力が体内にないから、ガンが非常に大きくなって手術という結果になるというふうなことで、人間の健康のためには自律神経のバランスがすべてだというふうな意見の講演であったわけであります。

　私が仏教の説明、あるいは坐禅の説明のときに自律神経のバランスが必要だということをずうっと唱えてまいりましたが、この考え方は、私が四十三ぐらいのときだったかと思いますが、『仏教―第三の世界観』という本を書いたときに、その本の中に書いた考え方であります。ただ、そのときはあくまでも仮説だった。つまり科学的に証明されていない理論だったわけであります。私はその仮説を持ったときに、この仮説は必ず科学的に証明されるという確信を持っていた。で、四十一年ぐらい経ちましてそのことが科学的に証明さされ始めたということは、今後坐禅の普及に関連して非常に大きな意味を持っているように思います。

　今日は、日本の国民は戦後以来、唯物論の時代を生きておりますから、何が心配かというと、体がいつまで続くか、命がいつまで続くか、病気になったらどうやって治すかということに非常に関心が強くて、テレビの番組もそういう問題の放映があると視聴率が高いというふうな時代であります。

　いま日本が経過している時代の流れというのは、明治維新以降第二次世界大戦までは苦諦の時代だった。第二次世界大戦に負けましてから、その後は集諦の時代、つまり唯物論の時代でありますが、そろそろその最終段階に来ている。だからそういう段階で、昔のような精神主義を唱えて、こうしなさい、ああしなさいといってみても、人々は受けつけない。ただ、こうやると健康になりますよ、こうやると命が長く続きますよという話になると飛びつくというふうな傾向があるわけであります。

　そういう点では、今後日本の文化の流れがそろそろ滅諦の段階に入って行く、行ないというものを中心にして問題を考える時代に早晩入って行く時期だというふうに考えられますので、そういう時代には、思想問題として問題を考えるよりも、あるいは単なる健康というだけでなしに、行ないを通じて人生を規律していく、切り拓いていくという時代が来るのではないかと、こういうふうな見方を現在しているということが実情であります。

　それからこれも余談でありますが、きょうＥメールを読んでおりましたら、チリのルイス・ディアツという人からＥメールが届いておりまして、先日チリで私の書きました『ツー・ミート・リアル・ドラゴン』という本のスペイン語訳が出版されたわけでありまして、まだ二～三ヵ月しか経っていない時期でありますが、チリのベストセラーの四位になったというニュースがありましたので、（笑）その点では仏教思想に対する世界的な流れが非常に大きいのではないかというふうな印象を受けたということがありましたので、その点もお伝えしておきたいと思います。

　それではまたこの本のほうに入ってまいりますと、きょうは八九ページの「古云」というところからになるかと思います。

　この「阿羅漢」の巻は、仏教の修行法の一つとして声聞乗という修行法がある。これは理論的に仏教を勉強する立場でありますから、戒律を非常に大切にする修行法であります。ただ、大乗仏教の立場から、そういう戒律を大切にするという思想は坐禅を中心にした修行とは性質が違うから小乗仏教の分類に入るというふうに理解して、あまり大切にされていないという事情があります。

　ただ、道元禅師は小乗仏教であろうと大乗仏教であろうと釈尊の教えと同じ教えであるならば尊敬すべきであるし、釈尊の教えと違っていれば尊敬すべきでないと、こういう考え方でありますから、声聞乗の修行法を通じても戒律が完全に守れるようになったならばそれは仏と同じだと、そういう観点から「阿羅漢」というものが仏と同じだという主張をしている巻になるわけであります。

　そこで八九ページのところを読んでいきますと、

　「古云、声聞経中、称阿羅漢、名為仏地」、「声聞経」、つまり声聞乗の教えを説いた経典の中では阿羅漢という称号が仏地を表している、仏の境地を表していると、こういう表現がある。これは『摩訶止観』という本の中に出て来る言葉でありますが、その言葉を引用されて、「いまの道著、これ仏道の証明なり、論師胸臆の説のみにあらず、仏道の通軌あり」、道元禅師が、「いまの道著」、つまりここに述べている言葉というものは、「これ仏道の証明なり」、釈尊がお説きになった教えそのものを示している。「論師ノ胸臆の説のみにあらず」、仏教経典の解説だけをしている頭の中、あるいは心の中で考えた教えだけではない。「仏道の通軌あり」、実践を通じて釈尊の教えを勉強していく立場の共通の基準である。

　「阿羅漢を称して仏地とする道理をも参学すべし」、そこで、声聞乗の最終段階である阿羅漢の境地が仏の境地と同じだというふうな基本的な考え方を勉強すべきである。

　「仏地を称して阿羅漢とする道理をも参学すべきなり」、仏の境地というものが阿羅漢と呼ばれるというふうな基本原則も体験的に勉強すべきである。

　「阿羅漢果のほかに、一塵一法の剰法あらず、いはんや三藐三菩提あらんや」、そうして阿羅漢の境地に達した場合には、「一塵一法の剰法あらず」、それ以外に別の教えというものが塵一かけら、あるいは問題の一つというふうな例も存在しない。つまり阿羅漢の得た境地の中には宇宙の一切が含まれている。「いはんや三藐三菩提あらんや」、そこで、正しい真実というふうな観念的な考え方も必要がなくなっている。

　「阿耨多羅三藐三菩提のほかに、さらに一塵一法の剰法あらず、いはんや四向四果あらんや」、そうして釈尊の教えというものは、「阿耨多羅三藐三菩提」というのは、「阿耨多羅」というのは最高のという意味でありまして、「三藐」というのは正しいという意味であります。正しいというのは何を意味するかというと、自律神経のバランスした状態を指すわけでありまして、「三菩提」というのは真実ということであります。そこで、仏道の世界においては最高の均衡のとれた真実のほかに、「さらに一塵一法の剰法あらず」、塵一かけら、あるいは何らかの事実一つというふうな余分なものはまったく存在しない。「いはんや四向四果あらんや」、そこで声聞乗の世界では四つの目標、あるいはそれに伴う四つの成果というふうな考え方がとられているけれども、そういうものは理論的な説明ではあるかもしれないけれども現実の世界で実在するものではない。

　「阿羅漢の担来する諸法の正当恁　時、この諸法、まことに八両にあらず、半斤にあらず」、そこで、声聞乗の最高の境地である阿羅漢の人々が、「担来」、「担」という字は担ぐという意味でありまして、「来」というのは来るという意味でありますから、担いで来るというのが「担来する」という言葉の意味でありまして、声聞乗の最高の境地に達した阿羅漢の地位に相当する人々が担いで来たところの、「諸法の正当恁　時」、さまざまの実在に関する現在の瞬間というものは、「この諸法、まことに八両にあらず、半斤にあらず」、そのときのさまざまの実情というものは八両とか半斤とかいう言葉の説明とは違うと、こういう意味であります。

　なぜ「八両」と「半斤」という言葉が出て来るかといいますと、これは中国の重さの単位でありまして、十六両が一斤という規格になっております。だから八両というのは一斤の半分でありまして、つまり半斤と同じ量になるわけでありますが、われわれの生きているこの世界の実情というものは八両とか半斤とかいう言葉の説明で表現できるものではない。それが「この諸法、まことに八両にあらず、半斤にあらず」。

　「不是心、不是仏、不是物なり」、それは心でもない、仏でもない、物質でもないと、そういう表現が当たる。

　では何を意味するかというときに、普通の頭に中だけで仏教哲学を考えますと、心でもない、仏でもない、物でもない、つまり空だ、無だと、こういう解釈になるわけであります。ところが、釈尊の教えは実在論でありますから、心とか、仏とか、物とかいう抽象的な言葉を離れた現実だというのが「不是心、不是仏、不是物」という言葉の意味であります。

　ですから仏教思想を実在論と考えるか虚無主義と考えるかということの分かれ目は、同じ言葉の理解の仕方について実在論の立場で問題を考えるか、あるいは虚無主義の立場で問題を考えるかというところで分かれてくるわけでありまして、釈尊の教えはけっして今日一般に仏教の世界で説かれているような「縁起・無自性・空」というふうな虚無主義ではなしに、心でもない、仏でもない、物でもないという、言葉とは違う実在そのものだ、現実そのものだという主張であります。

　「仏眼也覰不見なり」、その現実というものは、真実を得た人の眼で見ても、それを見抜くことがなかなか難しいものである。

　「八万劫の前後を論ずべからず」、「八万劫」というふうな無限の長い時間というふうなものを議論の対象にすべきではない。時間が長くかかろうと、短かろうと、真実というものは現実として現在の瞬間において眼の前に具体化するものだ。したがって、「八万劫の前後を論ずべからず」、時間の長さを問題にすべきではない。

　「抉出眼睛の力量を参学すべし」、「眼睛」というのは眼の玉という言葉であります。それから「抉出」という言葉は、えぐり出すという言葉であります。そこで「眼睛ヲ抉出スル」という言葉が何を意味するかというと、「眼睛」というのは釈尊が持っておられたものの見方でありまして、釈尊が持っておられたものの見方をえぐり出して自分の眼に替えるというのが「眼睛ヲ抉出スル」という言葉の意味でありまして、仏道修行者が仏道修行の結果、釈尊のものの見方をえぐり出して自分のものの見方に替えるだけの力があるということを勉強すべきである。

　「剰法は渾法剰なり」、「剰」というのは余っているという意味でありまして、「剰法」というのは余分な実在という意味であります。余分な実在というものを考えてみた場合には、一切のものが余分なものである。だからそういう余分なものか余分なものでないかという次元を超えて、現実がわれわれの眼の前にある、われわれは現実の中に生きていると、そういう主張が、「剰法は渾法剰なり」、もし余分なものがあるというふうに考えるならば、この世の中の一切のものが余分なものであると、こういう解説をしておられるわけであります。

　その次にいきますと、九一ページのところで、

　「釈迦牟尼仏言、是諸比丘・比丘尼、自謂已得阿羅漢、是最後身、究竟涅槃。便不　復志求阿耨多羅三藐三菩提、当知此輩皆是増上慢人」、釈尊が次のようにいわれている。「是ノ諸ノ比丘・比丘尼ハ」、ここにいるたくさんの僧侶、あるいは尼僧というものは、「自已ニ阿羅漢ヲ得タリ、是レ最後身ナリ、究竟ノ涅槃ナリト謂イテ」、その点では、たくさんの僧侶や尼僧が、自分はもう阿羅漢の境地を得た、これが仏道修行における最終的な涅槃の境地である。「涅槃」というのは自律神経がバランスして心も体も落ち着いた状態をいうわけであります。

　「便チ復阿耨多羅三藐三菩提ヲ志求セザランハ」、もう自分は最終の境地に達したというふうに主張して、最高の均衡のとれた真実を求めるということをしない場合には、「当ニ知ルベシ此ノ輩ハ皆是増上慢ノ人ナリ」、そういう人々は全部自分の実力以上に自分を評価している人々の実例である。

　「所以者何」、なぜそういうことをいうかというと、「若有比丘実得阿羅漢、若不　信此法、無有是処」、もうこれでいいんだという気持ちを持った人は増上慢の人だという主張をなぜするかというならば、「若シ比丘ノ実ニ阿羅漢ヲ得タル有リテ」、僧侶の中で本当に阿羅漢の境地を得た人がいて、「若シ此ノ法ヲ信ゼズトイウハ、是ノ処有ルコト無シ」、「此ノ法」、つまり釈尊の教えを信じない、阿羅漢の境地に到達したからもう釈尊の教えを勉強する必要はないというふうなことを主張したとしても、そういうことはあり得ない。

　この言葉に対して道元禅師が解説をされまして、

　「いはゆる阿耨多羅三藐三菩提を能信するを阿羅漢と証す」、仏道の世界には「阿耨多羅三藐三菩提」という言葉がある、最高の正しい真実という言葉があるけれども、その最高の正しい真実を信ずることのできる人を「阿羅漢」と呼ぶ。

　「必信此法は、付属此法なり、単伝此法なり、修証此法なり」、そうして、「必ズ此ノ法ヲ信ズルは」、「此ノ法」というのは釈尊の教えでありますが、「此」という字には具体的なという意味が含まれておりますから、釈尊がお説きになったこの現実の世界という意味が含まれておりまして、仏道のわかった人はこの現実の世界を信ずる、そうしてこの現実の世界の中に自分が含まれているという考え方を持つ。それが「此ノ法ニ付属シ」。「此ノ法ヲ単伝シ」、そのような教えを自分でつかんで、それを人々に伝える。そうして、「此ノ法ヲ修証スルなり」、そのような宇宙の原則の中で行ないを実行していくのである。

　「実得阿羅漢は、是最後身、究竟涅槃にあらず、阿耨多羅三藐三菩提を志求するがゆゑに」、そこで、阿羅漢の境地を本当に得たという立場は、もう仏道修行の最高の境地に達して最終の涅槃の境地に入ったという意味ではない。どうしてかというと、「阿耨多羅三藐三菩提を志求するがゆゑに」、つまり最高の真実を得たいと努力することが仏道修行であり、仏の境地である。もう自分はわかったからもうこれでいいんだという境地に立った場合には仏道の立場からずれてしまうと、こういう主張であります。

　そのことは何を意味するかというと、悟りたい、悟りたいと思って努力をして、もう悟ったと思うことは錯覚だ。もっと真実を得たい、もっと真実を得たいという努力の過程の中に真実があるんだと、こういう主張であります。

　仏教が行ないの哲学を中心にして成立しているということは、何らかの目標に到達するというふうなことは現実の生活の中ではあり得ない、与えられた現在の瞬間において真剣に生きていくことが仏道修行であり、仏の境地だと、こういう考え方が基礎になっているわけであります。

　「志求阿耨多羅三藐三菩提は弄眼睛なり、壁面打坐なり、面壁開眼なり」、そこで、「阿耨多羅三藐三菩提」、最高の均衡のとれた真実というものを志求する、求めるということは、「弄眼睛なり」、眼の玉を弄ぶことだ。

　眼の玉というのは仏教的なものの見方を意味しております。仏教的なものの見方を弄ぶということが何を意味するかというと、この『正法眼蔵』の中の解説では、「弄眼睛」というのは坐禅だという解説がありますから、最高の均衡のとれた真実を求めるということは坐禅をすることだ。それは、「壁面打坐なり」、壁に向かって坐っていることなんだ。「面壁開眼なり」、坐禅をしていて仏教的なものの見方がわかってくることだ。

　「徧界なりといへども、神出鬼没なり」、われわれは宇宙という大きな世界の中に生きているけれども、その中におけるさまざまの変化というものは神出鬼没のような状況を示している。つまり予想もきないようなさまざまの事態が次から次へと起こってくる。

　「亙時なりといへども、互換投機なり」、そういう時間はずうっと長く続いてはいるけれども、それと同時に現在の瞬間において次々に変わっていっている。「投機」の「機」という字ははずみという字でありまして、現在の瞬間を指しております。「投機」というのはその現在の瞬間の中にわが身を投げ入れるという意味でありまして、別の言葉でいうならば行ないのことを意味しております。

　今日、株式などの売買について「投機取引」という言葉がありますが、その投機取引というのも現在の瞬間にわが身を投げ出すという意味でありまして、それが株式の売買、あるいは商品の売買に使われているということになります。

　「互換投機なり」というのは、瞬間瞬間の状況が変わっていく。その瞬間瞬間の中にわが身を投じて実行していくということが常に行なわれている。そのことを「亙時なりといへども、互換投機なり」。

　「かくのごとくなるを、志求阿耨多羅三藐三菩提といふ」、だからそういう形で現在の瞬間において一所懸命生きていくことが最高の正しい真実を求める態度だ。

　「このゆゑに志求阿羅漢なり」、そういう形で声聞乗の最終段階の阿羅漢の境地を求めていくという事実がある。

　「志求阿羅漢は粥足飯足なり」、そうして、声聞乗の最終段階の阿羅漢の境地を得たいという形で努力をしていることが何を意味するかというと、「粥足飯足なり」、「粥」というのはお粥でありますから朝食を意味しております。「飯」というのはご飯でありますから昼食を意味しております。朝ご飯も食べて満足した、お昼ご飯も食べて満足したと、これが阿羅漢の境地を求めるという行ないの実体だ。

　このことは何を意味するかというと、不健康であっては仏道修行は不可能。健康になるということと仏道修行をするということは同じこと。思想を大事にして、体はだめでも心はしっかりしているなんていうことは地球の上にはあり得ない、宇宙の中にはあり得ない。心がしっかりしている場合には、体もしっかりしていなければ、そういう事実は現れてこない。

　だからそういう意味で、「志求阿羅漢は粥足飯足なり」、阿羅漢の境地を求めるということは、朝ご飯もいただいて十分に満足しました、お昼ご飯もいただいて十分満足しましたという状態なんだということをお説きになっているわけであります。

　その次にいきますと、九三ページのところで、

　「夾山圜悟禅師曰、古人得旨之後、向深山茆茨石室、折脚鐺子煮飯、喫　十年二十年、大忘人世、永謝塵寰」、夾山圜悟禅師という方が次のような言葉を述べておられる。「古人旨ヲ得ル之後」、昔の仏道修行者たちがその仏道の本当の意味がわかってから、「深山ノ茆茨石室ニ向テ」、深い山の中の粗末な植物で屋根を葺いた石でできた部屋に行って、「折脚ノ鐺子モテ飯ヲ煮ギ」、脚の折れた、「鐺子」というのは、鍋の下に三本の脚が立っておりまして、その三本の脚を炭が燃えているような、あるいは木が燃えているような上にのせまして煮炊きをする道具でありますが、「折脚ノ鐺子」、その三本の脚が折れているような粗末な鍋を使って、「飯ヲ煮ギ」、ご飯を炊き、「喫スルコト十年二十年」、そういう質素な食事をしながら十年、二十年経って、「大ニ人世ヲ忘レ」、人間社会のさまざまの煩わしいものはすっかり忘れてしまった。そうして、「永ク塵寰ヲ謝ス」、「塵」というのはチリという意味でありまして俗世間のことを指しております。「寰」というのは環境であります。「謝ス」というのは、そういう生活から離れるという意味でありますから、長い期間にわたって俗世間の生活から離れている。

　「今時不敢望如　　此、但只韜名晦　迹守本分、作箇骨律錐老衲、以自契所証、随己力量受用、消遺旧業、融通宿習」、夾山圜悟禅師は壊れた鍋でご飯を食べて十年、二十年、人間社会のことを忘れて塵のような世界から抜け出してしまうという例を挙げながら、「今時敢テ如クナルコトヲ望マズ」といわれている。

　仏道の世界に憧れている人々は、山の奥に入って、粗末なものを食べて、歯がみをして頑張っていると、そのうちに本当のことがわかるという主張もあるけれども、釈尊の教えはそういう粗末なものではないと、そのことを「今時敢テ如クナルコトヲ望マズ」といっておられる。こういう思想の中に本当に仏教思想のわかった人とわかっていない人との区別が出てくるわけであります。

　「只名ヲ韜ミ迹ヲ晦クシテ」、つまり、自分がどんなことをやっているかは人に見せびらかすようなことをやめて、自分のやっていることが人にわからないような形で、「本分ヲ守ル」、自分のやらなければならないことを一所懸命にやる。「箇ノ骨律錐老衲ト作リテ」、そうして具体的な骨というものがしっかり出来上がった年を取った僧侶として、「以テ自所証ニ契イ」、自分自身のあり方というものが仏道の実体と合致している。「所証」というのは体験したところという意味でありますが、体験したところと自分とが一つに重なっている。「己ガ力量ニ随ツテ受用シ」、背伸びをして無理なことをするのではなしに、自分の力量に合った形で日常生活のさまざまの事態を受け取り、それをまた使い、「旧業ヲ消遣シ」、昔どういうことをやったかというふうな自慢話はやめにして、「宿習ヲ融通ス」、長年やっていることを自由自在に実行していく。

　「或有余力、推以及人、結般若縁、錬磨自己脚跟純熟」、そうして、多少生活に余裕があれば、「推シテ以テ人ニ及ボシ」、自分の余った力をほかの人のために使い、「般若ノ縁ヲ結ビ」、直観的な判断能力を基準にして成立している人づき合いを実行し、「自己ノ脚跟ヲ錬磨シテ」、自分自身の足も鍛えて丈夫なものにし、自分の仏道修行が十分に完成するような努力をする。

　「譬如荒艸裏撥剔　一箇半箇、同知有　共脱生死、転益未来、以報仏祖深恩」、そこで、「譬エバ荒艸裏ニ一箇半箇ヲ撥剔スルガ如ク」、そのことはどういうことを意味するかというと、荒れた草の中のようなきわめて質素な生活の中で一人あるいは半人の弟子を十分に鍛え上げる。「撥剔」というのは鍛え上げるという意味であります。そういう形で、「同ジク有ルコトヲ知リテ」、このわれわれの生きている世界が現実の世界であるということを知って、「共ニ生死ヲ脱シ」、生きるとか死ぬとかいう問題を抜け出して、「転タ未来ヲ益シテ」、将来がますます優れた豊かなものになるような努力をし、「以テ仏祖ノ深恩ヲ報ズ」、自分自身がそういう仏道修行をすることによって人々にその教えを伝えて、釈尊から受けた深い恩に報いるのである。

　「仰　不得已、霜露果熟、推将出世、応縁順適、開托人天、終不操心於有求」、そこで、「仰ウレドモ已ムコトヲ得ズ」、自分では外に見せびらかすようなことを抑えているけれども、そういう自分の力を抑え込むことができなくなって、「霜露果熟スレバ」、長い年月の修行が十分な成果を上げるようになった場合には、「推シテ将ニ出世シ」、「出世」というのは大きな寺院の住職になるという意味であります。そこで、「推シテ将ニ出世シ」、自分の仏道修行が完成した段階で仏教寺院の住職になって、「縁ニ応ジテ順適シ」、環境に従って、その環境に従った生活をし、「人天ヲ開托シテ」、人間界の人々。天上界の神々を教えて、「終ニ心ヲ有求ニ操ラズ」、最終段階まで何かが欲しいというふうな態度をとらない。

　「何況依倚貴勢、作流俗阿師、挙止欺凡罔聖、苟利図名、作　無間業」、そこで、「貴勢ニ依倚シ」、「貴勢」というのは権力のある人々、身分の高い人々をいうわけでありますが、「依倚」というのはそれに頼るということであります。高い勢力のある階級の人々に頼って、「流俗ノ阿師ト作リテ」、「阿」という字は継ぐという意味でありますが、世間に通用するような二流の師匠になって、「挙止ニ凡ヲ欺キ聖ヲ罔ミシ」、自分の動作がよく見えるように努力をして、普通の人々を騙し、また優れた人々を無視するというふうな態度をとり、「利ヲ苟メ名ヲ図リ」、利益を得ることに努力し、また有名になることに努力する。そうして、「無間業ヲ作ランヤ」、そういう形で無間の地獄で苦しむようなくだらない努力はしない。

　「縦無機縁、只恁度世、亦無業果、真出塵羅漢耶」、そこで、「縦イ機縁無クトモ」、特別の優れた縁がない場合でも、「只恁ク世ヲ度リ」、ただこのような形で人生を生き、「亦業果無キハ」、特に自分を煩わすような過去の行ないの結果というものを持っていない人々のことを、「真ノ出塵羅漢ナリ」、本当の俗世間から離れた声聞乗の最終段階の人である。こういう描写を夾山圜悟禅師がしておられるわけであります。

　そうしてこれに対して道元禅師が解説をされまして、

　「しかあらばすなはち、而今の本色の衲僧、これ真出塵阿羅漢なり」、このような記述からわかるところは、「而今の本色の衲僧」、現在においても本当の意味の仏教僧というものは、「これ真出塵阿羅漢なり」、本当の意味で俗世間を離れた声聞乗の最終段階の人である。

　「阿羅漢の性相をしらんことは、かくのごとくしるべし」、阿羅漢というものはどういうものかということ、阿羅漢というものの性質とか外見とかがどういうものであるかということを知りたいと思うならば、このような形で知るべきである。

　「西天の論師等のことばを、妄計することなかれ」、インドの僧侶の議論だからといって、むやみにそれを正しいと考えるべきではない。

　このことは、インドにおいても仏教哲学がいろいろな形で行なわれたわけでありますが、私が最近読んでおります『中論』の思想とその後に出た『中論』の解説者の思想とを読んでおりますと、『中論』の内容のほうが抜群に高い。それを理論を使って説明するほうは、『中論』の本当の意味がわかっていないから、『中論』よりも低い段階で仏教理論を説いている。時代が進めば思想が高くなるということは必ずしも事実ではない。時代が経ったときに思想のほうが堕落するということは幾らもある。

　だからそういう観点で、古い、新しいの問題ではなしに、何が本当か、何が偽ものかを見抜くということが、人生にとっても仏道修行にとっても非常に大切なことだという問題があるわけであります。

　偽ものというのは世間に通用するようで本当の意味で通用しない。やはり人生というものは厳しい評価を持っておりますから、偽ものはわずかの時間栄えても長続きしないというふうなことは人間社会には幾らもある。

　終戦後、とてつもない勢いで大きくなったダイエーという企業が、経営が非常に苦しくなったというふうなことの中には、景気がよくなるときに非常に成績を上げた人が契機が悪くなっても同じ作戦を取ると、その作戦が裏目に出て企業が壊れてしまうというふうなことがあるわけでありますから、一時的な成功よりも本当のことを知っているほうがはるかに大事だ。何が正しくて、どういう理論に従えば結果がよくなるかというふうなことの勉強の中に、本当のものを勉強するという態度があって、人生というものを本当に楽しく生きようと思うならば、そういう努力が必要だ。一時的に世間からもてはやされて喜んでいることが裏目に出て、失脚する原因になるということは幾らもある。だから本当のものを勉強して、本当のものに従って生きるということが人生にとって非常に大切だという問題があるわけであります。

　「東地の圜悟禅師は、正伝の嫡嗣ある仏祖なり」、圜悟禅師という方は、『碧巌録』の編纂をやりました圜悟克勤禅師でありますから、その点では、仏道の世界でも本当の仏道を知っておられる方とそうでない方というものはいろいろにあるということが事実でありまして、何が本当かということを勉強して、その本当に従って人生を生きていくということが非常に大切だという問題があるわけであります。

　そこで九六ページのところをやっておきますと、

　「洪州百丈山大智禅師云、眼耳鼻舌身意、各各不貪染一切有無諸法、是名受持四句偈、亦名四果」、洪州の百丈山におられた大智禅師、百丈懐海禅師でありますが、百丈懐海禅師が次のようにいっておられる。「眼耳鼻舌身意」、これは六種類の感覚器官であります。眼と耳と鼻と舌と皮膚とそれを司る感覚中枢。「各各一切有無ノ諸法ニ貪染セズ」、そういう感覚器官があるとかないとかいうふうな頭の中で考えたさまざまのものに災いされていない。それを貪る態度で、それにけがされていることがない。「是ヲ受持四句偈ト名ケ」、そのような状況が四行の詩で表された仏道の教えを受けて保持することを意味し、「亦四果ト名ク」、それが声聞乗の最終段階の阿羅漢果でもあると、こういうことを百丈懐海禅師が述べておられる。

　「而今の自佗にかかはれざる眼耳鼻舌身意、その頭正尾正、はかりきはむべからず」、そうして、「而今の自佗にかかはれざる眼耳鼻舌身意」、「自佗」というのは、自分と外界の世界という意味でありまして、今日の仏教用語でいえば、主観と客観ということになりますが、現在の瞬間においては主観と客観とが別々に分かれていないということが実情であります。なぜかというと現在の瞬間というのは行ないの世界。行ないの世界では自分と環境というようなものを頭で考えている余裕がない。そのことを「而今の自佗にかかはれざる」。

　「眼耳鼻舌身意」、だから眼の働き、耳の働き、鼻の働き、舌、皮膚、あるいは神経中枢の働きというふうなものも現在の瞬間における感覚の働きというふうな形でとらえ、「その頭正尾正、はかりきはむべからず」、それが最初も正しく最後も正しいというふうな状況というものは想像し切れないほど大きなものである。

　「このゆゑに、渾身おのれづから不貪染なり」、そういう現在の瞬間に生きている場合には、体全体がけがれていない。一所懸命やっているから純粋だ。いわゆる二心を持つことがない。二心を持つことがないということは、自律神経がバランスしていて、体も心も一つに固まっていると、こういう意味であります。

　「渾一切有無諸法に不貪染なり」、そのことは別の言葉でいえば、この世の中の一切のものについて貪ったり、けがされたりすることがないことである。それは、余分な考えを持たず、余分な感覚的な刺激を持たず、現在の瞬間において行ないに徹していくという状況を意味しているわけであります。「渾一切有無諸法に不貪染なり」、この世の中のすべてのものについて貪ったり、けがされたりすることがない。つまり現在の瞬間の行ないに熱中して、純粋に人生を生きると、こういうことを意味しております。

　「受持四句偈、おのれづからの渾渾を不貪染といふ、これをまた四果となづく、四果は阿羅漢なり」、そこで、「受持四句偈」、「四句偈」というのは四行で表された仏教思想を指しておりますが、その仏教思想を受け取り、それを保持して、「おのれづからの渾渾を不貪染といふ」、自分自身が完全に行ないの世界の中に入り込んで、貪ったり、けがされたりしていないということを、「これをまた四果となづく」、声聞乗における四番目の段階というふうに呼び、「四果は阿羅漢なり」、四番目の段階が阿羅漢と呼ばれている。

　「しかあれば、而今現成の眼耳鼻舌身意、すなはち阿羅漢なり」、そうしてみると、現在の瞬間において夢中になって行動しているときの眼や耳や鼻や舌や皮膚や神経中枢というものが、「すなはち阿羅漢なり」、阿羅漢と呼ばれる仏道修行の最高の境地を意味している。

　「搆本宗末、おのづから透脱なるべし」、その点では、こういう基本的なものがわかり、また末端の事態もわかっているような状況が、「おのづから透脱なるべし」、この世の中の現実が完全にわかることを意味する。

　「始到牢関なるは受持四句偈なり、すなわち四果なり」、仏道修行を始めて本当に通過することの難しい関門に到達するというふうなことは、四行の詩を受け、それを保持する仏道修行の実体であり、それがまさに声聞乗における第四番目の境地、つまり阿羅漢の境地でもある。

　「透頂透底全体現成、さらに絲毫の遺漏あらざるなり」、「頂」というのはいただきでありますから、頭で考えた高い段階の思想。それから「底」というのは一番下のほうの物質的な要素。そういうものを通り抜けて全体が現実のものとして具体化する。そうして全体が現実のものとして具体化している状況というものは、「さらに絲毫の遺漏あらざるなり」、一切のものを含んでいて、「絲」とか「毫」とかいうのは数字における細かい数を指すわけでありますが、ほんのわずかのという意味でありまして、ほんのわずかの残ったものもないのである。

　「畢竟じて道取せん、作　生道」、そのような状況を究極の表現としてどんなふうに表現したらいいであろうか。

　「いはゆる羅漢在　凡、諸法教佗　罣礙、羅漢在　聖、諸法教佗　解脱」、その一つの表現として、「阿羅漢凡ニ在リテハ」、声聞乗の最終段階の阿羅漢が凡人として存在している場合には、「諸法佗ヲシテ罣礙セシメ」、「諸法」というのは人間を取り巻く現実の世界、「佗」というのは彼という意味でありますから、羅漢を指しております。したがって、周囲の事実が彼をとらえる、邪魔をするという意味でありますが、そのことは、この世の中のさまざまのものが羅漢の境地の人を修行させる。そうして、「羅漢聖ニ在リテハ」、最終段階の仏道修行者が優れた境地にある場合には、「諸法佗ヲシテ解脱セ教ム」、周囲の環境、宇宙全体が彼にまったく自由な境涯を与える。

　「須知羅漢与諸法同参也」、その点では、仏道修行者と宇宙とは一つのものである。この思想は、『中論』の中に現在の瞬間の行ないと宇宙全体とが同じものだという思想がありますが、この思想が仏教哲学の最終の境地における理論だというふうに見ることができます。

　『正法眼蔵』を読んでいるきには、この理論には気がつかなかった。ただ、『中論』を読んでいると、人間の行ないというものが宇宙全体と同じものだ。つまり、何をするかということが人生だ、現在の瞬間に何をやっているかが人生だと、そういう考え方が仏教哲学の最終段階のところにあるというふうな事情がありまして、ここで述べている考え方も、「須ク知ルベシ羅漢ト諸法与同参也」、羅漢と呼ばれる仏道修行者と宇宙というものとは一つのものだ。

　「既証　阿羅漢、被阿羅漢礙也」、そこで、阿羅漢の境地というものがわかってくると、阿羅漢というものを基準にして自分が抑えられるのである、自己管理が生まれるのである。つまり、自分自身が自分の行ないを管理していくということが仏道修行の立場でありまして、そういうことが具体的に現れてくる。そのことを「既ニ阿羅漢ヲ証スレバ、阿羅漢ニ礙エ被也」、羅漢の境地というものを体験すると、羅漢というものが基準になって自分の行動が行なわれていくのである。

　「所以空王已前老　頭也」、そこで仏道修行とは何かというならば、「空王已前」、「空王」というのはこの世の中における最古の仏でありますが、それ以前ということでありますから、無限の過去から続いている年取った僧侶の行ないである。「　頭」というのは握りこぶしという意味でありますが、握りこぶしという言葉で行ないを意味するというのが、道元禅師の「　頭」という言葉の使い方であります。その点では結論的にいうならば、無限の過去から続いている年取った僧侶の行ないそのものであると、こういう表現になっているわけであります。

　「正法眼蔵阿羅漢」

　「爾時、仁治三年壬寅夏五月十五日、住于雍州宇治郡観音導利興聖宝林寺示衆」、それが一二四二年の旧暦の夏、五月十五日であった。山城国の宇治郡観音導利興聖宝林寺において、たくさんの人々にこの「阿羅漢」の巻を説いた。

　以上が阿羅漢の巻の全体であります。最後までやりましたためにいつもより時間が少し先になりましたが、ここで話のほうをとめまして、またご質問を受けるということにしたいと思います。何かありましたらどうぞ。

　問　　九三ページの「夾山圜悟禅師曰」から最後の「真出塵羅漢耶」とずうっと漢文が書いてありますね。しかし、この内容を読みますと、いまのご老師の説明をお伺いしますと、つまり菩薩、あるいは菩薩業そのものではないかというふうに取れますね。

　答　　そうです。

　問　　そうするとここで夾山禅師はあえてこれが出塵の阿羅漢だと。なぜ菩薩とおっしゃらなかったんですか。

　答　　これはね、仏教の通念としては、小乗仏教は水準が低い。だからその最高の阿羅漢といえども、仏に比べ、菩薩に比べると下だという考え方があるんです。ところが仏道の教えというのは、行ないが実行できるかできないかの問題だ。だから阿羅漢の僧侶というものが、戒律が完全に守られるようであれば、仏とぜんぜん境地は違わないと、こういう主張を道元禅師が持っていると同時に、圜悟禅師も持っていたという例としてここに出て来ているわけです。

　だから行ないがきちっとやれることが仏道のすべてだ。そうすると、「いや、そんなきついことをいわれては困る。行ないを完全にやるなんていうことは何千年経ってもできっこないから、そういう無理なことをいわれちゃ困る」という考え方もあるけれども、行ないのほうがきちっとしてくるということが仏道修行のすべてだという考え方がこの「阿羅漢」の巻でも出ているんです。

　だから小乗仏教だ、大乗仏教だということで区別するのではなしに、行ないがちゃんとできるようになれば小乗仏教の立場でも仏と同じだと、こういう主張が行なわれていて、圜悟禅師の言葉もその意味を含めて述べられているから、道元禅師がここへ引用されたということになります。

　問　　はい、わかりました。ありがとうございました。

　問　　きょう安保先生という方のコピーをいただきましたので、せっかくですからこのコピーにつきまして先生のご意見を伺いたいと思うんですが。一二ページの真ん中あたりで、「その個別の原因を見ますと、まず精神的なストレスです。いまから五〇年前までは、肉体労働による交換神経緊張が寿命を縮めていました。しかし機械化などで重労働から解放され、肉体労働で交感神経緊張状態になるのは少なくなりました」と、まさにそうですね。「それでもストレスは消えない。いま残っているのは、複雑な社会構造から生み出される精神的なストレスです。とくに人間関係のストレスで破綻を来たす人が多くなっています」と。ここなんですけどね。

　これはまさにいまの実情なんですが、先だっても二十代のある男の子が三年で会社を辞めたというんで、「どうしたの？」と聞いたら、「人間扱いされなかった。それこそ物のように扱われた」と。だけど、それはどこでも大なり小なりそんなものなんだろうなと思いますけれども。それでも自分に自信を持って自己肯定感を持っているというのは大事な作業なんですが、そのことにつきましてちょっとお話を伺いたいんですが。

　答　　これはね、どんなふうに受けるかは、自律神経がバランスしているかいないかで違います。同じことをいわれても、自律神経がバランスしていないと、ショックが大きいんです、耐え難いほどショックが大きいです。そうして自律神経がバランスしていると、声がそのまま聞こえてきて、「ああ、そうですか」という受け取り方になるわけです。「ああ、いっておられることはよくわかりました」というふうな応答ができるか、「うわぁー、嫌なことをいわれた」と思って感情的になるかの違いだけですよ。

　だから自律神経がバランスすることが人生におけるごく普通の状態なんです。人間のごく普通の状態は自律神経がバランスしている。だから自律神経がバランスしていない状態は、人間でないといわれても仕方がない。何かというと、神様か動物かどっちかなんです。だから釈尊の教えは、神様になってもいけない、動物になってもいけないという教えです。人間は人間でなければならないという教えです。

　だからその点で自律神経のバランスというものが人類の文化にとって絶対の基準なんです。ところが不思議なことに、何千年もこの基準が欧米の文化の中では出て来なかった。わずかに二千数百年前に古代インドでこの思想が行なわれたけれども、それは必ずしも世界全般に広がらないで、少数の間で細々と守られて二十一世紀まで来たということが実情です。ただ、その一見欧米の立場から見るときわめて奇妙な思想というものが今後の世界を救うだろうと思う。

　問　　たとえば自律神経のバランスということを考えますと、その人は、俗っぽいいい方をしますと、「打たれ強い人」ということでもあるわけですね。

　答　　そうそう、打たれ強い人。打たれてもぜんぜん感じない。「ああ、痛いな」と思っている。（笑）

　問　　いや、ぶっ叩かれるんじゃなくて、心の問題ですからね。

　答　　うん、だから心も体も同じことなんです。だから心がバランスしていると、嫌なことをいわれても、嫌なことをいわれたと響かないんです。音波が耳に伝わってきたなと、こういう言葉を聞いた、というだけのことになる。

　問　　たとえばある方がインタビューで「私は打たれ強いから何とか持ったんだ」ということをいっていたんです。その人は中曽根康弘さんですけどね、中曽根さんも自分でいっているんだから恐らく打たれ強いんだと思いますけど、岸信介という方もいましたけど、あの人も打たれ強いんだと思いますね。

　先生からご覧になって打たれ強い人というのは、それなりに立派な……。

　答　　私はね、正直いうとね、岸信介という人はあまり好きじゃなかった。ただ、あの人が偉いと思ったのは、安保騒動のときに、安保条約を守ったということです。もしあれがなかったら、今日の日本はない。だからもうどんなに学生が攻めて来ても、断固として安保条約を締結するんだということで頑張った岸信介という人の政治家としての偉さというものは、私は頭を下げる。偉いです。

　問　　はい、わかりました。どうもありがとうございました。

　問　　時事問題で恐縮なんですけれども、古くて新しい問題で、またかという問題が出たんですが、中国の首相と日本の首相が会いまして、例の靖国神社がまた再燃したわけです。これはご老師から内政干渉でけしからんというお言葉も受けているんですけれども、中国が事あるごとに靖国を持ち出すというのは、必ず理由か計算があるわけですよね。ですからその戦略なしに恐らく行動してきませんけど、その中国の真の狙いというのは何なんでしょうか。

　答　　イジメですよ。

　問　　イジメですか（笑）、単純にいうと。

　答　　そう。

　問　　それで、それじゃかしこまりましたといって中国の主張に屈して、もし小泉首相が参拝をやめたら、日本国内ではまたたいへんなことになると思うんですよね。いわゆる反中感情が油に火がつくというようなことに相成ると思うんですけれども、それを見越しているんでしょうかね、彼らは。

　答　　うん、そう。だから向こうでは痛いところをついてイジメてやろう、そうすると音を上げて折れて来るだろうという期待はあるんです。だからここで折れちゃいけない。「あいつは気違いか」と思うぐらい頑張らなくちゃいけない。

　問　　あれを見ていますと、これはもう十年ぐらい前から、中曽根さんの時代からやっているんですね。それでこの前、ブッシュ大統領が来たときに、ブッシュさんが「それじゃ靖国神社へ行きますよ」といったら、日本の外務省は慌てまして「それだけはやめてください」と。「それならば明治神宮ならいいだろう。それじゃ小泉さんも一緒に行けないか」ということをいったところが、小泉さんは「私は外で待っているから。ちょっと内政的な問題でございまして、国内問題がありますんで」ということで、ブッシュさんがご案内のように明治神宮は参拝されましたね。

　当のアメリカではそういうことはぜんぜん考えてもいないのに、中国では不必要なまでに必ずそういったような問題を、幾らイジメといえども日本批判を、次から次へとこういう口実を持って来るということは、これを根本的に解決するにはいったいどうしたらいいんでしょうかね。

　答　　それは突っ張る以外にない。内政干渉だから。

　問　　突っ張って、時を待つ以外にはないんでしょうかね。

　答　　うん。

　問　　それじゃここで降りちゃだめなんですね。

　答　　降りたら、これはもう惨めなことになりますよ。国内では降りたほうがいいという世論があるけれども、もし降りたら、日本の国は惨めなものになりますよ。

　問　　なるほど。まあ靖国神社はそれぐらいにしておきまして。

　それからきょうの本題の中で、百丈懐海禅師のお話で九七ページの一行目に「四句偈」というのがございましたね。ご老師の書かれたこの解説の中で、四句偈というのは、諸行無常、是生滅法、生滅滅己、寂滅為楽、この四つを指すんですけれども、参考までにもう一度その四つのところをコメントいただけるとありがたいんですけど。

　答　　この「諸行無常」というのはどういう意味かといいますと、一切の行ないというものは現在の瞬間に行なわれるものだから、それは安定したものではないというのが諸行無常の意味です。

　それから「是生滅法」、現在の瞬間における行ないだから生まれたり消えたりしている。行ないというものの実情は現在の瞬間において生まれたり消えたりしている実在だ。

　そうして「生滅滅己」というのは、そういう生まれた、消えたというふうなことが気にならなくなると、というのが生滅滅己という言葉の意味です。そういうものがなくなってしまうと、という意味です。

　そうすると、「寂滅為楽」、非常に落ち着いた状況が出て来て、楽しい思いをするという意味です。

　問　　はい、わかりました。どうもありがとうございました。

　それでは、時間が来たようですから、普回向を唱えて終わりにしたいと思います。

普回向　唱和







PAGE  
19

